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Abstract
In this study, the teaching materials to learn the baseball-type game were developed for
every graders in the elementary school.
In developing the teaching materials, the following conditions suggested in our previous
report were applied, i.e., 1) arrangement of the 60 degree fair zone and the four bases
diamond form, 2) all the members hit in order at every innings of going to bat, 3) a pitcher
elected from among the teammates going to bat, 4) the start of going to bat with the bases
loaded, and 5) the scoring also through a successfull fielding.
In the results, the following six materials were successively given to from the first to
sixth graders, respectively, that is, "nara base 1・2 , "stop hand base , "force-out hand
base , 〝racket baseball , "double-play softball and "shift-play softball , and "three pitch
softball named friendly.
The above teaching materials for every graders were made correspond to the contents
through the baseball-type game explained in the previous study.
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タイトル (報告年) 学習のねらい トム用 コート条件 工夫されたルール 用具 その他
新本惣一郎 ベ ースボール ゲーム





























































○ 女子の場合 .打球 を捕球す れば
その瞬間にアウト
尾崎幸利 みんなで楽しめるティ
ーボ ール ー場 ・ルー
ル ・用具 を 工夫 して
-(2000)
○簡 単なル ールやチ







○ポールをティーにお いてのバッテ ○ティーボー ル
用ポール
○ 準 備連 動 を兼
ねた練習ィング
○ バッター サー ク
ル (半径3m)




































○ポール ? ○失 敗や 苦 手に
している子がう
まく動 けないの
















大森雅侶 5年生 「軟式 ソフトボ
ール 」の実践 一ハン
ドベ ースボー ルか ら
のつなぎの 工夫 -
(1995)




8人 ○通常のコー ト ○味方ピッチャー制 ○中 空の3号ポ
ーJレ
C)準 備運 動 にお
い て基 本 的な






















9人 ○通常のコート ○ 1イニング目は打者 一巡 制.2イ
ニング 目以降3アウト臥
○ 毎時 .基 本 技
能 の 向 上を 目




い○ チーム力 を高 める
ため工夫 して練 習
し,ゲームを楽 しむ











9人 ○通常のコート ①簡易ゲーム ○ペア学習 による
























松岡準人　他 チー ムプレー を高め
るソフトボールの教材
開発 一連 係プ レイの





揺 ,走 者を進 める
バッティング等,の
連 携プ レイを楽 し
む











































パ ター ンとそれ に
対応 した守備 パタ
ーンの学 習
6人 ○ 上記実践 のコー
トか ら.バ ウンド
ゾーンを外す
○ 上記ルールと同じ ○ 上記実践 と同
じ
○授業の前 半に.
基本 技 能 を高
めるチームタイ
ムの設定











































O「アウト」「セ ・ーワ」「ファー づ山のル づーレ理解
○/も中一としての判断を伴う走塁(ゲ「ム2)

















○フライを鵬 捕ったら 守傭得点1息 (その時点で守鍬完了でl紬 .I)
●書判:2人(朝餉払 並月的 鯛 讃招ける入 会園部腱l馳鮒 る人)
☆ゲ ムー2では コー ンを3つ並べて,バツティンヴサークルに近い方から1～3点の得点
をつける.
ゲー ○「並説 と「わ て走る」の競争であり.攻撃 啓机 て全力で紅 と 守嶋田は全員がプレイに全力で鵬 こと.ができる.
○ボ ノー融 和損ねても 他者が力パー すみ二とでプレイが継暢」毒朔産がめだた机 1.
○守傭得点を与え㌫二とで 「捕球」13掴~る鳶鱒が鳴舐られも
〇日分でトスして打つこと已ゲ「助 晰 1戎路.





























































































































○一塁から肌 こ得点が高くなるようにしたこと.バッター はストップを量告されるまで走ることができることで 積極 的に次の塁をねらう走量 (ベースランニングの仕
方)が学習できる.
図2. 「ストップ・ハンドベース」の概要(2年生に配当)





























ゲームの仕　み ○常に満塁で攻撃することで.ランナーはゴロの時には走息 フライの晴こは走らない.守備者は,バックホー ムが第一の選択肢であり　後は近くの曇l球 -ル
を送ってフォー スアウトを取るというように.判断が袖柵 こならない.
○ピッチャー ノやツタ一.ランナ をーロー テーションすることで.攻撃帆 まとんどの児童がプレイに●加することになる.特に.ランナーとしての走塁の竿管機会が
多くなる_





































































○脚 こよってランナー の配置がまわり,多様なパター ンが生起することで.走曇では,走るべきか否か,守備では.どこでアウトを取ればよいかといった.判断
を伴う走と・守備の学習ができる.
○あまり飛ぱない・転がらないスポンジボ ルーを使用することによって.ボ ルーに対する恐怖感を無くし,当たった時の痛みを和らげることができる.さらに 走者
一掃の場面を少なくし 走塁や守備の機会が輝出する.
○ラケツ腸 相~ることで」効記脈未熟なl　　　　　 って動くボーノ臓 Tつ楽しさを味わえる.ただし ′もトで打つこ出こつなげるため,必ず両手で握って
打つことを条件とする.
○立ち入り麓止ゾ⊥ンを設けることで.安全面への配慮ができるとと朝に バント作脚 させる可能性があり.攻撃の作馳州肋喝.







































































ゲ ー ム ○満塁で攻撃を開始することとバウンドボールを打たせることで.走者を進め攻撃をつなぐことを意酸化できるとともに.ダブルプレイやフォー スプレイ等
の の連携プレイが頻出する可能性が高い.









【ゲ 「ムの 税 明 】











0蜘 Ⅶ 蜘 Lを.バウンドゾ-ユノでバウンドするように打つか.ホームラン
をねらって打つ.ノー ′くウンドでホ「ムランゾ-エイこ薄もた場合の肺 -ムランと
する▼












ゲ 」ム ○ダブルプW -ソフトポlイ腐 蝕こホ ムーランねらいも可飽 こしたことIClホ ム蛸 丁うたり大飛球を取ったりする妙味を楽しませることができる.
の ○ホ「ムランゾluこ打ち込まれたボlJレも 守肋 ればアウトとし.個人プレイとしてのホームランねらいが精出しないようにして
仕 細 み いる.












































教 育 ○チ ムープレイの習熟
○状況に応じたプレイを選択する能力と瞬時に判断する能力の向上
内 容 ○ポジションとそれぞれの役割の理解














ゲー ム ○味方がピッチャー をすることで,バッティング抜能が未熟な児量も,打ちやすい動くボールを打つことができる.
の ○3球以内に打つことで,ゲーム進行がスビーディになるとともに.打たれたボ一ルを処理する槍会も多くなる.











































































○地面に描いた円を的にすることで.上力、ら腕を握り下ろして投-瑞 技術(オlバ ハーンドスロー )が身につけられるー
○相手に届かせるために,勢いのあるポlルを投げる技術が身につけられる.
の 〇自分の正面に飛んできたボ ルーをIポー ルの動きに合わせて捕る技術が身につけられる.
仕 組 み ○車位時間での速成国数を勤.、会うことでI捕って素早く投げる鵬 (「樽一枚」のスム ズーな動き)が身につけられる.
○投げ方,撮り方についてJ児量の発達段一瞥.曹熟段鱒-コあじて.遁宜指導できる.
図8. 「バウンドキャッチボール(ドリルゲーム)」の概要





【ゲ ーム の 説 明 】
●ノ./勝 ノ朋
●1対1(榊 増力喝dm 捕輸 噂 鱒)
●コー ト条件
○1 富1n朋 を弓k!.中丸ゴ軌 と1汀一みコ畔弓を描く
●ノレー ノレ
○脚 よ 決められた練(幅1m)の外から.ポlリレをサ クーノLJこバウンドさせな
がら,相手が捕り.=<Lqも「・;i*サ ずるー












ゲ ーム ○速さや方向を考えながら相手のずれをつくボー ルを投げることで,自分の意図したボールを投げる技能が身につけられる.
の ○どこに飛んでくるか予測して守る必賽カくあり.脚 コ対して素早く獣 こと 移動しながらの捕球勤竹功t鼻につけられる.
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